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(57)【要約】
【課題】オフセット印刷機の構成要素を変更しないで、
ブランケット胴３の表面に付着した紙粉等を効率的に除
去できるブランケット胴の洗浄方法を提供する。
【解決手段】
　版胴２、ブランケット胴３、前記版胴に湿し水を供給
する湿し水供給機構４、前記ブランケット胴の表面を必
要に応じて洗浄布１７によって洗浄する自動洗浄機構５
を備えたオフセット印刷機１において、前記洗浄布１７
は、予め洗浄液を含浸させた含浸型洗浄布を使用すると
ともに、
前記湿し水供給機構４によって版胴２に前記湿し水を供
給し、前記版胴２に付着した湿し水を前記ブランケット
胴３に転写し、転写された湿し水によって前記ブランケ
ット胴３の表面に堆積した紙粉等を軟化させ、前記自動
洗浄機構５によって前記ブランケット胴を洗浄すること
を特徴とするブランケット胴の洗浄方法とした。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　版胴と、ブランケット胴と、前記版胴に湿し水を供給する湿し水供給機構と、前記ブラ
ンケット胴の表面を必要に応じて洗浄布によって洗浄する自動洗浄機構と、を備えたオフ
セット印刷機のブランケット胴の洗浄方法であって、
　前記湿し水供給機構によって前記版胴に湿し水を供給する湿し水供給ステップと、
　前記版胴に付着した前記湿し水を前記ブランケット胴に転写する湿し水転写ステップと
、
　転写された前記湿し水によって前記ブランケット胴の表面に堆積した紙粉を軟化させる
ステップと、
　前記自動洗浄機構によって、予め洗浄液を含浸させた含浸型洗浄布を用いて前記ブラン
ケット胴を洗浄するステップと、
　を備えることを特徴とするブランケット胴の洗浄方法。
【請求項２】
　前記自動洗浄機構は、前記湿し水転写ステップ以降に洗浄動作を開始することを特徴と
する請求項１に記載のブランケット胴の洗浄方法。
【請求項３】
　前記オフセット印刷機は、インキの供給機構を備えており、
　前記湿し水供給ステップの前に、インキの供給を停止するステップを備えることを特徴
とする請求項１に記載のブランケット胴の洗浄方法。
【請求項４】
　前記湿し水供給機構は、ブランケット胴の洗浄を行うために湿し水を供給する場合は、
印刷時の湿し水の供給量よりも多くの湿し水を供給することを特徴とする請求項１または
請求項２に記載のブランケット胴の洗浄方法
【請求項５】
　版胴と、ブランケット胴と、前記版胴に湿し水を供給する湿し水供給機構と、前記ブラ
ンケット胴の表面を必要に応じて洗浄布によって洗浄する自動洗浄機構と、前記版胴にイ
ンキを供給するインキ供給機構とを備えたオフセット印刷機のブランケット胴の洗浄方法
であって、
　前記ブランケット胴から印刷用紙を離すとともに、前記インキ供給機構からのインキの
供給を停止し、
　前記湿し水供給機構によって前記版胴に湿し水を供給し、
　前記版胴に付着した前記湿し水を前記ブランケット胴に転写し、
　転写された前記湿し水によって前記ブランケット胴の表面に堆積した紙粉を軟化させ、
　前記自動洗浄機構によって、予め洗浄液を含浸させた含浸型洗浄布を用いて前記ブラン
ケット胴を洗浄することを特徴とするブランケット胴の洗浄方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オフセット印刷機のブランケット胴の表面を洗浄するためのブランケット胴
の洗浄方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　新聞印刷や商業印刷では、印刷機の形式として、オフセット印刷機が使用される。オフ
セット印刷機は、版胴とブランケット胴を備える。版胴には、親水性の非画線部と親油性
の画線部によって印刷する画像を形成した版が装着される。
【０００３】
　版胴には、まず湿し水を供給する。そうすると、親水性の部分は水膜が形成される。こ
の湿し水とは、水あり式オフセット印刷向けに成分を調製した水である。印刷機によって
は、水道水などをそのまま使用することがあり、その場合は、湿し水と一般的な水とは成
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分自体は異ならないことになる。次に版胴には、インキが供給される。そうすると親油性
の部分にインキの膜が形成される。すなわち、版胴の表面には、インキの領域と水の領域
に分かれて印刷する画像が形成される。
【０００４】
　ブランケット胴は、印刷用紙に接する胴である。版胴とブランケット胴が接触すると、
版胴のインキ画像は、ブランケット胴に転写される。ブランケット胴は、このインキ画像
を印刷用紙に転写して印刷物が完成する。なお、版胴からブランケット胴にインキ画像を
転写する場合に、ブランケット胴には、版胴の湿し水も転写される。
【０００５】
　オフセット印刷機は、ブランケット胴の表面を洗浄するための構造を備えている。ブラ
ンケット胴の表面は、版を交換したり、ブランケット表面に異物が付着したりした場合は
、その都度洗浄しなければならない。ブランケットの表面に付着しているのは、インキと
紙粉等である。インキは、親油性である。紙粉等は、どちらかと言えば親水性である。紙
粉等は、印刷用紙から剥離した紙粉や炭酸カルシウムなどの印刷用紙の填料の総称である
。
【０００６】
　ブランケット胴に付着したインキは、水と混じると乳化する。しかし、水に溶けるわけ
ではない。インキを洗浄するには、洗浄液として炭化水素系の溶剤が適している。インキ
は、炭化水素系の溶剤にはよく溶ける。紙粉等も、炭化水素系の洗浄液で、いくらか軟化
させることはできる。しかしながら、溶剤では、十分軟化しないことがある。紙粉等は、
水を含ませると速やかに軟化する。インキも紙粉等も溶解又は十分に軟化すれば、洗浄布
で容易に拭き取ることができる。
【０００７】
　特許文献１には、ブラシ式の自動洗浄装置を使用したブランケット胴洗浄装置が記載さ
れている。ブランケット胴の洗浄は、回転ブラシで行う。回転ブラシには、親水性の洗浄
液と親油性の洗浄液の２種類を選択的に供給できる。回転するブラシに供給する２種類の
洗浄液は、ブランケット胴の表面に付着したインキや紙粉等を効率的に除去する。
【０００８】
　特許文献２には、洗浄布とブラシを併用したブランケット胴洗浄装置が記載されている
。ここに記載のブランケット胴洗浄装置は、乾いた洗浄布（ドライ洗浄布）を使用する。
洗浄布には、別途設けたスプレーによって洗浄液を供給する。ブラシには、水の供給が可
能である。
【０００９】
　特許文献３には、印刷用紙の紙粉除去装置が記載されている。これは、ブランケット胴
の洗浄装置ではなく、事前に印刷用紙の紙粉を除去しようとするものである。そして紙粉
の除去には、湿し水を利用している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００６－１９２８７０号公報
【特許文献２】特開２０１０－０８２８３４号公報
【特許文献３】特開２００９－２２６６３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　従来のブランケット胴洗浄装置は、ブランケット胴の洗浄に時間がかかったり、構造が
複雑になったりするという課題があった。すなわち、ブランケット胴に付着したインキは
、予め炭化水素系などの洗浄液を含浸させた含浸型洗浄布で比較的容易に拭き取りできる
ものの、紙粉等の除去には時間がかかることがあった。そこで、紙粉等を短時間で除去す
るために、水をスプレーすることも考えられたが、構造が複雑になっていた。
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【００１２】
　本発明は、一般的なオフセット印刷機の構成を変えることなく、ブランケット胴に付着
したインキと紙粉等を短時間で除去可能なブランケット胴の洗浄方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は、上記の課題を解決するために、版胴と、ブランケット胴と、前記版胴に湿し
水を供給する湿し水供給機構と、前記ブランケット胴の表面を必要に応じて洗浄布によっ
て洗浄する自動洗浄機構と、を備えたオフセット印刷機のブランケット胴の洗浄方法であ
って、前記湿し水供給機構によって前記版胴に湿し水を供給する湿し水供給ステップと、
前記版胴に付着した前記湿し水を前記ブランケット胴に転写する湿し水転写ステップと、
転写された前記湿し水によって前記ブランケット胴の表面に堆積した紙粉を軟化させるス
テップと、前記自動洗浄機構によって、予め洗浄液を含浸させた含浸型洗浄布を用いて前
記ブランケット胴を洗浄するステップと、を備えることを特徴とするブランケット胴の洗
浄方法とした。
【００１４】
　さらに、本発明のブランケット胴の洗浄方法は、前記自動洗浄機構は、前記湿し水転写
ステップ以降に洗浄動作を開始することを特徴とした。
【００１５】
　さらに、本発明のブランケット胴の洗浄方法は、前記オフセット印刷機は、インキの供
給機構を備えており、前記湿し水供給ステップの前に、インキの供給を停止するステップ
を備えることを特徴とした。
【００１６】
　さらに、本発明のブランケット胴の洗浄方法は、前記湿し水供給機構は、ブランケット
胴の洗浄を行うために湿し水を供給する場合は、印刷時の湿し水の供給量よりも多くの湿
し水を供給することを特徴とした。
【００１７】
　また、本発明のブランケット胴の洗浄方法は、版胴と、ブランケット胴と、前記版胴に
湿し水を供給する湿し水供給機構と、前記ブランケット胴の表面を必要に応じて洗浄布に
よって洗浄する自動洗浄機構と、前記版胴にインキを供給するインキ供給機構とを備えた
オフセット印刷機のブランケット胴の洗浄方法であって、前記ブランケット胴から印刷用
紙を離すとともに、前記インキ供給機構からのインキの供給を停止し、前記湿し水供給機
構によって前記版胴に湿し水を供給し、前記版胴に付着した前記湿し水を前記ブランケッ
ト胴に転写し、転写された前記湿し水によって前記ブランケット胴の表面に堆積した紙粉
を軟化させ、前記自動洗浄機構によって、予め洗浄液を含浸させた含浸型洗浄布を用いて
前記ブランケット胴を洗浄することを特徴とした。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明は、現行のオフセット印刷機の構成をほとんど変更しないで、洗浄方法のみを変
更したものである。すなわち、ブランケット胴に付着したインキの洗浄のための自動洗浄
機構に、予め洗浄液を含浸させた含浸型洗浄布を使用し、かつ紙粉等の洗浄のために湿し
水を利用するようにした。
  その結果、インキや紙粉等が堆積したブランケット胴が、短時間で洗浄できるようにな
った。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施の態様を示す説明図である。
【図２】自動洗浄機構の説明図である。
【図３】本発明によるブランケット胴の洗浄方法の流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
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　図１を用いて本発明の一実施の形態について説明する。図１は、本発明の実施の態様を
示す説明図である。図１に示す１は、オフセット印刷機である。一般的にオフセット印刷
機は、印刷原理は同じであっても、さまざまな構成がとられる。図１に示すオフセット印
刷機１は、新聞印刷を想定した構成である。２は、版胴である。３は、ブランケット胴で
ある。４は湿し水供給機構である。５は、自動洗浄機構である。
【００２１】
　７は、インキ供給機構である。８は印刷用紙である。９は、ブランケット胴３に対向し
て印刷用紙８の裏側に配置された裏側ブランケット胴である。裏側ブランケット胴９も、
印刷用紙８の両面に同時に印刷できるように、ブランケット胴３に付随する印刷に必要な
構成を備えるが図示しない。
【００２２】
　印刷用紙８が、矢印１０に示す方向に走行する場合は、ブランケット胴３、版胴２等は
、それぞれ矢印で示した方向に回転する。
【００２３】
　湿し水供給機構４は、水着けローラ１１の表面に湿し水をスプレーするスプレー１２と
、多くの場合２本以上の複数のローラ群１３から構成されている。スプレー１２からスプ
レーされた湿し水は、ローラ群で均一な水膜とされて、版胴２の表面に水膜として転写さ
れる。湿し水の供給源にスプレー１２を用いる利点は、湿し水の供給量の調整範囲が広い
ところにある。例えば、スプレー１２は、印刷時は、少量の湿し水を供給し、ブランケッ
ト胴３の洗浄時には多くの湿し水を供給することができる。なお、本発明において、湿し
水とは、オフセット印刷の印刷に使用する水という意味であって、成分の構成を問わない
。
【００２４】
　インキ供給機構７は、インキパン１４とインキローラ群１５から構成されている。イン
キは、インキパン１４から供給される。多数のローラからなるインキローラ群１５は、イ
ンキパン１４から供給されるインキを均一なインキ膜として版胴２に供給する。
【００２５】
　図２は、自動洗浄機構の説明図である。自動洗浄機構５は、回転するブランケット胴３
に対して進退動作可能である。図１で示す位置は前進位置で、洗浄状態を示し、図２では
、後退位置で、待機状態を示している。１６は洗浄パッドである。１７は、洗浄布である
。１８は、供給ロールであり、１９は、巻取ロールである。洗浄布１７は、供給ロール１
８から供給され、洗浄パッド１６とブランケット胴３の間を通り、巻取ロール１９によっ
て巻き取られる。自動洗浄機構５は、必要に応じて洗浄パッド１６によって洗浄布１７を
ブランケット胴３に押し付ける。
【００２６】
　洗浄布１７は、予め洗浄液を含浸させた含浸型洗浄布が適する。含浸型洗浄布は、布全
体に均一に洗浄液を含浸保持できる。洗浄液としては、インキの溶解ができる溶剤であっ
て、インキが油性インキの場合は、炭化水素系の洗浄液が良い。なお、洗浄布１７が、含
浸型洗浄布の場合は、洗浄液は、揮発速度の遅いものが必要である。そうしないと、揮発
にともなって、洗浄性能が変化するからである。
【００２７】
　図３は、本発明によるブランケット胴の洗浄方法の流れ図である。ステップ２０は、ブ
ランケット胴３の洗浄動作の開始のステップである。
  ステップ２１は、準備のステップであり、紙離し及びインキ停止のステップである。紙
離しとは、ブランケット胴３に印刷用紙８が接触しないように引き離す動作である。
【００２８】
　印刷用紙８が新聞用紙の場合は、湿し水で濡れると破断する可能性が高い。従って、印
刷用紙８が新聞用紙の場合は、ブランケット胴３の表面に洗浄のための湿し水が存在する
間は、ブランケット胴３から離れている必要がある。なお、印刷用紙８をブランケット胴
３から離す動作は、特別な機構は必要とせず、単に印刷用紙８をオフセット印刷機１から
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取り外すことでも実現可能である。インキ停止とは、インキ供給機構７から版胴２に供給
するインキを停止する動作である。
【００２９】
　ただし、印刷用紙８の素材によっては、ブランケット胴３に湿し水が供給されても破断
しないものもある。オフセット印刷機１の構造によっては、印刷動作以外は、印刷用紙８
はブランケット胴３から強制的に離れるようになっているものがある。また、インキ供給
機構７からインキの供給を停止しなくても、ブランケット胴３の洗浄には差支えない場合
もある。この場合は、ステップ２１を省略することができる。また、オフセット印刷機１
の構造上ステップ２１が存在しないこともある。
【００３０】
　ステップ２２は、版胴２に湿し水を供給するステップである。湿し水供給機構４から供
給された湿し水は、版胴２の表面に供給される。湿し水供給機構４から供給される湿し水
の量は、本発明の洗浄方法を実施するときは、印刷時に比べて多くするようにしても良い
。
【００３１】
　ステップ２３は、版胴２からブランケット胴３に湿し水を転写するステップである。こ
のステップでは、版胴２からブランケット胴３に転写された湿し水は、ブランケット胴３
の表面の紙粉等にも染み込む。なお、印刷用紙８が新聞用紙のように水を吸い込みやすい
場合は、ブランケット胴３から印刷用紙８を離すか、オフセット印刷機１から取り外す必
要がある。
【００３２】
　ステップ２４は、ブランケット胴３の表面の紙粉等を軟化させる紙粉等軟化のステップ
である。このステップは実際には、経験値に基づいたタイマーで実現することができる。
ブランケット胴３の表面の紙粉等は、洗浄できる程度まで軟化すれば足りる。例えば、湿
し水を供給し続ける時間を、経験値として１０秒程度から３分程度までで設定することが
できる。
【００３３】
　ステップ２５は、自動洗浄機構５の動作を開始するステップである。このとき、ブラン
ケット胴３へは、湿し水は供給され続けてもよいし、紙粉等が十分軟化していれば、湿し
水の供給は停止されていてもよい。ステップ２５には、図２で説明した通り含浸型洗浄布
によるインキの除去も含まれる。
  ステップ２６は、洗浄方法の終了である。
【００３４】
　以上のような本発明を実施した洗浄方法によれば、現行のオフセット印刷機の構成をほ
とんど変更しないで、ブランケット胴３の表面の紙粉等が早期に除去されるために洗浄効
果高くなる。そのため、洗浄時間の短縮だけではなく、１回の洗浄に使用する洗浄布の使
用量を節減することができた。
【符号の説明】
【００３５】
１　　オフセット印刷機
２　　版胴
３　　ブランケット胴
４　　水供給機構
５　　自動洗浄機構
７　　インキ供給機構
８　　印刷用紙
９　　裏側ブランケット胴
１１　　水着けローラ
１２　　スプレー
１３　　ローラ群
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１４　　インキパン
１５　　インキローラ群
１６　　洗浄パッド
１７　　洗浄布
１８　　供給ロール
１９　　巻取ロール

【図１】 【図２】
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【図３】
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